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■ よくある質問

困った時には販売店に自転車を持ち込み、できるだけ具体的に症状を伝えて相談してください。

Q1 ��タイヤの空気の入れ方が分からない。

A1  空気を入れるバルブの形式には 3タイプあり、それぞれ空気入れの口金形状が異なります。自
分の自転車がどのタイプのバルブか確認し、それに合った口金の空気入れをお使いください。

Q2 ブレーキを掛けるとキーキー鳴いてうるさい。

A2  ブレーキシューとリムの当たり面の角度が適正ではない、ブレーキシュー側の異物混入等の原
因が考えられます。空拭きするだけで解消する事もあります。注油は絶対に行わないでください。
症状が良くならない場合は、販売店にお問合せください。

Q3   
変速がジャラジャラ言うだけで決まらない。

A3 チェーンやワイヤー類の伸びが原因で、再調整が必要です。転倒後の場合は、車体のダメージ
が考えられますので、販売店にお問合せください。

Q4 異音がする。

A4 どの辺りから・どんな音が・どんな周期でするのかを確認して、販売店にお問合せください。
症状により対処は異なります。

参考ページ
P.07

参考ページ
P.08

参考ページ
P.10
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Q5 盗まれた。

A5  警察と販売店へ届け出てください。フレームナンバーやモデル名・色が必要ですので、防犯登
録控えと保証書を持参してください。盗難後に分解され転売されてしまうケースもありますの
で、購入時に細かい特徴を知っておき、全体の写真を撮っておきましょう。

Q6 身体の○○が痛くなる。

A6
 痛くなる部位や痛くなり始める時間や距離によって対処が異なりますが、ポジションが合って
いない事が原因である場合がほとんどで、若干の調整で解消する場合もあります。購入直後と
乗り慣れてきた現在では、身体がより高効率なポジションに慣れてきており、初期のポジショ
ンが身体に合わなくなってきたかも知れません。根本的な対処を行わず我慢して乗り続けると、
痛みをこらえるため身体が固くなり、他の部分にまで痛みが広がってしまいます。

症例別には…
首・背中の痛み＝ハンドルの位置やブレーキレバーの角度調整等
腰・お尻の痛み＝サドルの角度や高さ、前後位置の調整等
脚・足の痛み　 ＝ サドルの高さ調整、ペダルの踏み位置や常用回転リズムのチェック、固

い靴底のシューズに履き替えてみる等
腕・手の痛み　 ＝ ハンドルの位置やブレーキレバーの角度調整等
…等が一例ですが、場合によってはステム長や角度、サドル本体、ハンドルバー形状等の
パーツを交換する事で解消する事もあります。（パーツ代＋交換工賃がかかります。）

Q7 パーツ交換したい。

A7  自転車部品には互換性の有無があるため、できる事とできない事があります。販売店での判断
が必要ですので、モデル名と、どこをどうしたいのか ?具体的にご相談ください。

参考ページ
P.11～ P.12



15

■ 点検

乗車前点検
走り出す前に必ず「乗車前点検」を行ってください。慣れてくればわずかな時間でできます。
特に工具を使う手入れを行った後には、手落ちが無かったかの確認にもなります。
トラブルの防止にもなり、自転車から発せられる不調のサインを見極める事ができます。
「いつもと違う感じ」があるときには、必ず販売店にお問合せください。

前ブレーキだけかけて車体を前後にゆすってみましょう。
フォーク、ヘッド、前輪、前ブレーキのガタつきが感触で分かります。

後輪を 10cmほど持ち上げて落してみましょう。
チェーンが暴れますが、後輪、後変速機のガタつきが音で分かります。

左右ペダルを横方向に押してみましょう。
クランク、ペダルのガタつきが感触で分かります。

タイヤの空気圧をチェックしましょう。
最低でも、両手の親指で押しても凹まないくらいの空気圧が必要で
す。

ハンドル、ブレーキレバーの固定を確認しましょう。
前輪を押さえてハンドルとブレーキレバーを前後・上下・左右に、
力一杯ゆすってみて動いてしまうようでは締め付けトルク不足です。

サドルの固定を確認しましょう。
フレームを押さえてサドルを上下・左右にゆすってみてください。
力一杯ゆすってみて動いてしまうようでは締め付けトルク不足です。

前後輪を空転させてみましょう。
車輪の振れ、タイヤの収まり具合、ブレーキシューの位置が正常か
確認できます。

いずれも不具合があった時は、すぐに販売店で点検を受けてください。
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日常点検
安全走行のためには身体と自転車がともに最良な状態が必要です。
自転車の不調は、音や感触等で感じ取ることができます。
日常的に自己点検を行い（月に一度くらい）不調を感じたら必ず販売店にご相談ください。
特に長期間使用していない場合は、必ず点検してください。

販売店へのご質問の際は下図の用語をご参照ください。
「どうしたら…どの部分が…どうなってしまうのか…」なるべく具体的に相談いただければ、より的確な
アドバイスが受けられます。
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■ 定期点検チェックシート

   
自転車の各部は、使用・経年により消耗・劣化します。

自転車を安全で良好な状態を保つため、P.15 の乗車前点検、P.16 の日常点検の他に必ず購入店で定期
点検（有料）をお受けください。
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環境保護の為、寿命に達した自転車や消耗部品を不法投棄しないでください。
潤滑油などの油脂類やタイヤ、ワイヤー、グリップ等の消耗品は各自治体の
ゴミの分別方法に従って捨ててください。

消耗品、油脂類の取り扱いについて




